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博多新幹線コムトラックにおける運転整理システム
Planning and Reorganizing SYStem Of

Train Schedule for Hakata Shinkansen COMTRAC

｢‾りく1】川‾扶泣新枠練では､従米か/っ1一に十.汁辞様による)公転竹即が行なわれてきたl･

LかL､拉j迂ますます多様化する輸j引州i,放し小輩多への抑枠組維l耳社上主に際し,

これに対処できる抑システムの開ヲ己がりJ望された(-)

新幹線妙虹符刑1システム(コムトラ‥ノク)にJiける妙虹ヤ即!ミサブ システムほ,ji印各

制御サブ システムの綬ノノー立拭システムとして,ニー=1ダイヤの作成,逆転幣稚とそれ

に什う榊一束マン マシン処fL巨,指令,放び迎妊帖紬の仁七追を上な濃務としている｡

ニのシステムほ27∠丁のHITAC 8450かJJ偶成され,そグ)亡け徽であるマン マシン イ

ンタフェーースにほ,グラフィック ナイスプレイ装置を仙川L,進上格制御サブ シス

テムとはデータ交換制御装帯で利子T干され,【‾り内ではトップ レベルグ)本格的マン
マ

シン システムをづ三現しているり

l】 緒 言

Il本[-]有言鉄道(以‾1こ,し郎失と略す)新枠維逆転符Jテ11ゝシステム･

略称コムトラック〔Computer Aided Traffic ControISys-

tem:COMTRAC(コムトラック)〕の逆転ヤさ理サブシステム

(EDP系と略す)は,プロセス制御を行なう進上桁制御サブシス

テム(以1∴ PRC系と略す)の手金ノナょす左システムとして,J.!壬本

ダイヤの作成,り三施1汁lll】i,ヰi‾lLttjl刊J】1によるり=+ダイヤ作成某

碓,列単粒跡による一丈紙デーータの確保とぅ蛙姓†∠三越,放び一汁1巾

′変‾如ヲ己′1川､fのj九士坊への指令仁ミj上米務′一手を行な一-ノている｡)また

EDP系の【‾I‾しL､的業務とLて,オンライン シミュレ【ション

による列軒の逆行二jニ洲,及び史郎単二束ダイヤの作成と承認業碓

とがあるし,

これJJの各機能は,グラフイ､ソク ディスプレイ(以下,GD

と略す)を介して性川二行(指令臼)と有機的に結ナナされ,小柄的

なマン マシン システムを純成している〈1

またこのようなEDP系の業稚が,llJi骨,且つ卜分な†‾L_純州三

をもって行なわれるよう,システムの帖成ノ女びプログラム処

J〒l【リブJしI∴,柿々の軋樟､が一払われている､,

凶 EDP系のシステム構成

EDP糸は行菜摘の一tノーに倍_卜,り三池.汁i!_】!i系と逆転ヤ.王たfl旦糸の‾一_つ

の系に人別される｡､荊名▲はノ占木ダイヤの作成,7Jf[寸の.汁担jダ

イヤの作成,統L汁資料の作成など,バ･ソナ的処稚を対態とす

る｡､･ノJ筏‾芹は,PRC系と糸!iナナして列中氾跡をイJ二な′ンたり,

GDを利川Lた逆転l吉;こ視やまぎ箆f幣束ダイヤ作成業務,史にJ見場

古JJ.i末へのオンライン仁三連などの,即11､什1三,iiJl叶性,ノ女び似光

r別御を必安とする処嘩を対範とするLlそのため,二れら ‾.っ

の系にそれぞれHIナAC8450Lい火処f鵬左道(以卜,CPUと略

す)を17享iずつ1判り当て,亡夫他行十L叫系はj退転幣fさtl糸ダ｢7ン時の

バックア､ソプ+汁_算機も兼ねるスタンドバイ方⊥〔とした｡

CPUはコア不二遺1MB(1,048Kバイト)であり､外恥言亡陪装

･置として磁1{ドラム(4.5MB)2デー,磁1ミディスク(29MB)9モ

ジュール,磁乞もテーーブ8デッキをもつlこ)二のうち磁1毛ドラム

i止忙巻き苗は,述屯三竺浩雌系のオンライン フ7ナイルとLて∴垂糸

とし,システムダウン咋のフオ【ルバックノl､′綿旨を卜げている｡
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図l クうフィツク ディスプレイ装置 コムトラック システムを人

間と結びつける装置とLて,付属のライトペン,ファンクションキーによる各

種マン マシン処壬里を行なう｡

指令主二卜とう一にj′･i汁算粍のマンマシン処刑1には,図1にホすよう

な,21in(30cmX40cm)のGDを3子=小寸]L,ファンクションキ

【,ライトペンに.よりみ純モニタや人力雄∩三が克行できるり

GDは英数ノi∴ 汁仙銘文′f:など255梅松グ)キャラクタと什二占ニグ)

[祁仁子を3f別件の輝性で表ホでき,リミ線,力線,破線,ノ･之び-･

し■､】二鎖線各ラインの発生も可能である｡また指示凶形(丈はキャ

**l】本い三lイ√紙廿+{～;くゎ′ぅ▼_+.に1しl二】‡･り小;り糾1鴻1`一に1tt二小竹 シフ､テム
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ラクタ)のブリンク機能も備え,込み入った凶形のライトペン

拙作も誤りなく行なえるように乙･ってし､る｡14inのサブディ

スプレイ装置(以下,SDと略す)は,GD上の図形に対する詳

細モニタ用として,各GD対応むに3手首使用する｡SDは7色(水

練,音,黄,白など)のカラー表示が叫能で,最大640下の表

示ができる出力オンリーの装置である｡SDにモニタされた内

答は,付械のタイプライタ(以下,TWと略す)にハードコピ

ーが取れるようになっており,このTWには各GDでの作業,

及びPRC系のファイル変更情報もHi力される｡GDは運転蝶

理糸に2≠言,実施計画系に1台を定位とするが,GDダウンあ

るいは作業量により,逆転整理系に3子iまで接続可能となっ

ている｡伝達用にほ半∴重通信方式を才采るDT型汎用端末装置

を81台設置している｡EDP系のハートウェア構成を図2に示す｡

臣】 EDP系の主な業務

EDP系の業務は,当日ダイヤの作成業務,う基転ヤた理業務及

び伝達業務に大別される｡以下,それぞれの業務の流れと州

立関係とにつき述べる｡

3.1 当日ダイヤの作成業務

コムトラックにおける実施計画,車両割当,ダイヤ切背･の

各業務は,進路制御及び運転繋理を行なうための其準となる

データ(ダイヤ)を作成L,供給することが目的である(⊃

(1)実施計画

実施計画は次の五つの処理に大別される｡

×8デッキ

×2台

×9モジュール

注:MT=磁気テープ記憶装置

MD=磁気ドラム記憶装置

DLSC=磁気ディスク記憶装置

IFSW=インタフェース スイッチ

SMC==システム コンソール

D)くC=データ交換制御装置

CR=カードリーダ

COD=コンソールディスプレイ

(a)1年に2凶ほど行なわれるダイヤ改正帖に決定された

北本ダイヤを,ディスク ファイルとLて作成する北本ダイ

ヤ フ7イルの作成処理(人力はカートてlある)｡

(b)米本ダイヤ ファイルに対する日々の変更データりd遥

と称する)の入力,チェック,変更を行なう局達ファイル作

成処児(入力はGDを他用する)｡

(C)プ去本ダイヤ ファイルと局達ファイルによl)､日々の二失

地フ7イルを作成する実施ファイル作成処群｡

(d)既に作成された実施フつ,イルに対して変出が発生した

場合,実施フ7イルの変吏を行なう実施計画77イル変更

処理｡

(e)当日の逆行実績に基づいて,各桔管理資料を作成する

統語十処理｡

__r二記のみ処理では､結果の確保のためそれぞれのファイル
のリストJ事1力も可能である｡項番(b)(C)(d)ほ,定例作業として

-′1硝†9帖から12暗までに実行され,翌日-f†二前1暗からのダイ

ヤーりJ侍につなぐ｡(e)の統計処理はダイヤ切替が終了した後,

直ちに実行される｡

(2)車r■_即さり当

車両側当には,車仙の計巨叫基用に克とも条件のでナう編成をノ屯

十計算機アルゴりズ､ムで捜しJl=ノて判り当てる【+勅糊当と,

指令上iがGI)から直接に渦り当てる直接て別当がある｡｢ゴ動捌当

に対Lては,湖当条件を与える初期怖報人力,及び湖当結果

の承認作業が伴う｡その他,適用の-りJ継ぎを行なう逆用切糾

2台

CPU=中央処理業置

GD=グラフィック ディスプレイ

SD=サブディスプレイ

TW=タイプライタ

×2台

×2台

×3台

×3台

×3台

3台

×2台

同線

×79台
(他に予備2台)

LP=ラインプリンタ

CCM=通信制御装置

図2 EDP系のハードウェア構成 実施計画系はダイヤの作成,統計資料の作成など,バッチ的処理を

対象とし,運転整理系は,列車追臥 運転監視,オンライン伝達などの即時性,同時性.優先制御を処理対象と

する｡
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図3 GDに表示された予想ダイヤ図 縦軸に距離,横軸に時間をと

り,列車の走行軌跡を表示Lたものであり,右上の時刻14時川角､現在の予想ダ

イヤを表わす｡

ぎ,チェック粍能として1Fijjlチェックとチェックリスト,及

び碓.乱 モニタ慌能としてリスト汁1プJがある｡

中内湖判まオンライン逆転中に北‖寺起動可能であるく〕捌1

作‾掛ま,当[!を含め7日光まで行なっておき,ダイヤ切替前

♂)作業としては,磐更入プJだけを行なうようにしている｡

(3)ダイヤーりJ市

ダイヤりJ附ま,実施ダイヤ フ7イルと車両捌当フ7イルに

.没滋された1日の㌶｢が‾!jを北に,EDP系の逆転守護理系とPRC系

のダイヤ フ7,イルを作成する処雌であり,適ノ～;もー∠】‾二前1暗から

4時の列車閑散帖‖耶詳に実行される｡!ダイヤ切件の処J享!【もは,

列･巨走行小のリJ件を‾･-川ヒとしている.､そク〕ためダイヤノりJ梓で

什⊥l〕れるフ丁イルは,リミ他ダイヤ ファイ/し･と小い玉川+二三1フ7イ

′レに.さ′之1上された二■=lの.il-1‖州川之グ‾)はかに,仙【i♂〕計的ダイヤ

のうち,ダイヤーリJ作帖ノ1.Ⅰて､圭だ〕逆転終了にな/ノていない列申

にl災】する十l■硝之をマージLて作成Lている..

計画フ7イルは,逆転幣理系用とPRC系用の佃ガのフオ【

マットで作成し,PRC系に対してはデmタ交換制御装置(以1､-､

DXCと略す)経由で転送Lている｡またダイヤ切‾替は,コムト

ラックにおける口付▲変更ノ∴モとして,ダイヤ切矧謂始時のフ7

イルを実績データとLて統計用フ7イルにダンプLて,統丁汁

処即プログラムにリ1き継ぐとともに,ダイヤ切符終了時のフ

丁イルに,編成の滞泊場所不 一致,ノ女び編成の末充当列車が

あれば,て古′消ぇ表ホを行なって指令上=二注意を促す｡

3.2 運転整理業務

EDP系の小心業務である逆転幣理業手引ま,逆転監視業務,

巾二接入ソJとフ1フィル変更業務,及び蝶理案ダイヤ作成とノ如監

業務とから成っている｡

(1)逆転監視業務

ダイヤ切替終了綬,オンライン業務が開始されると,列車

♂)進行ととい二道行メ犬i兄が在線′帖幸泣という形でPRC系よリ1

分l吉耶絹で送られてくる｡この帖報を共に一正二J'･i汁算機は10分H--il

ドタ.与で‾ナ想ダイヤを作成する｡予想ダイヤは現在のイt三線付摘まを

共に粗末2.5時間分の列卓走行を子i日Ijしたものと,過去2時間

の実結とを†ナわせてGD画向上にダイヤ形式で表示したもので

ある(図3)｡指令上‾互はこのL叫向を監視することによI),将来

図4 SDに表示されたモニタ例(そのl) wDFモニタは列車単位の

時刻表示を行なう機能であり,指示された列車の各駅における着/発時刻と,

遅れ時分を計画ダイヤ,又は予)則結果別に表示する｡

起こり才一【去るダイヤの乱れをあ⊥:Jかじめ判断L,先収り対処が

できる〔)また電ナ汁界悦は二jニ恕結果を口重州勺に解析し,ダ'イ

ヤの乱れを検知Lた]湯fナ,十想ダイヤが表ホされているGD卜

にて石号報マーークを表示し,ブザーを鵬刺させることにより監視

漏れがないようにしている｡監視の稚芙fiとしては,走行キロ

放,車両述札 着･発維,検査車巾,揃泊場所,始ヲ邑列車j蛙

延などかあり,GDごとの監視範川村応にそれぞれ分配できる

ようプログラムF小二管押されている._〕 ∴ノノ,指令しiは′【‾は/一計

算機が日勤的に監視する項目以外に,‾了二想ダイヤ州拙か⊥､)給

紙の十l■i報を一之け収り,乱れに対する総†州勺な監視を行なうこ

とができる｡二れをサポートする機能として,存純モニタが

唯備されている｡すなわち,GDによりダイヤ何の拡人,縦少,

シフト操作のほか,列車番弓一の自動衷心,編成部表ホなどを

行ない,SDにより列車単位の時刻表ホ,各駅単位の什i発川針声

表ホ,番維使用状況などを行なわせることができる(図4).､1

(2)直接入力とファイル変更

列卓逆行に乱れが発生Lた場ナナ,単発の変一如人力によりi汁

何ダイヤを変更し,乱れの収束をトさlる千f貨としてL白二接入ノJの

慌能がある｡指令員は計iL】】jダイヤの変起が必要となった場ナナ,

GD阿山からL†自勺とする変起の稚軌 変疫を加えるべき列車希

号,変‾軌択などをライトペンを仕って指ホすればよく､これ

によりオンライン ファイルの変瑳三を行なうと同時に,税場へ

のオンラインfム遥を行なう､.またDXCを介してPRC系にも】i+

時に転送される｡変更の椎粕には,道川変虹 折返時分指う立,

着発線恋吏,順序‾変‾妃,時刻変史,新列車設延,辿転休_】1二,

列卓稚別変更などがある｡

(3)暫さ理千束ダイヤ作成と承認業楷

ダイヤの乱れが大きく､ターミナル馬尺での中両のkりし,列

車の休･括などにまで;jをき竿がある場で㌻には, 一度にL汁地変む

を判断することが難しく,単発の直接入力による変更だけで

は田=二子ナわなくなる()このような場f㌢に用意きれた乱れ収束

機能が,｢繁理二束ダイヤ作成と承認業荷+である｡

要さ和子束ダイヤは予測プログラムに｡ヒリ作成され,結果はダ

イヤl』形式でGDに表示されるr〕子i則プログラムは,て克行ダイ

ヤと現ノ任の在線付婚艮を基に,指令長一-まの計画変更意志川箸正人力)
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図5 部分予測による整理案ダイヤ図 整理対象駅を東京～三島間に

区切って予測したダイヤ図である｡局部的な乱れに対Lて必要十分な情報を提

供すると同時に,クイック レスポンスを可能としている｡

を加味して未来数時間にわたるメ法理二束ダイヤを作成する｡二

のとき修j上人力による計Ⅰ向変更以外に,プログラムで自動的

に計r叫を変更する機能もある｡GDに表示された整理案ダイヤ

は,予想ダイヤの場合と】iij様に各種モニタ操作が可能であり,

指令員はこの整理案ダイヤを見ることによl),入力した修正

入力項目,あるいは電子計算機の自動判断結果が妥当かどう

か判断し,必要ならば再度帽jE二項臼を追加,又は削除Lて,

よI)高品田の整理案ダイヤを作成する｡帽正入力項目は前述

の直接人力項目とほぼ同じである｡

このように人間(指令員)と花子計算機が一体となって要さ理

′束ダイヤを作成する過程が,EDP系で最も特徴的なマン マシ

ン処理を形成している｡従って本業務の中心となる予測処理

の時間短縮を同るため,実行ダイヤのコア常駐化,ファイル

構造とアルゴリズムの改良などのくふうがなされた｡更に較

月判▲範駅を絞って予測する部分予測(図5)機能を追加するこ

とにより､毒を小で10秒,平士勺数十秒で千i則するという高速オ

ンライン シ ミュレーショ ンを実現している｡

指令員は何1しdかの古式行錯誤のうえ,ニの整理千束ダイヤに満

足すれば,これを承認することにより直ちに実行ダイヤに反

映させることができる｡Lかし,乱れが広範幽にわたって計

画の変更量も多くなると,承認行為自体がL朴椎になるため,

変吏内苓の表示を列車単位,駅単位,運用単位にグルー7e化

して,指令員の承認作業の附難さを避ける配慮がなされてい

る｡また緊急性のある変更や,電子計算機の自動判断に満足

できない場(ナを考臆こして,部分的に承認を与えることも可能

である｡

3.3 伝達業務

コムトラックにおいては,従来,駅,運転所などの現場業

務機関に対する,列卓の連行状さ比や指令事項の仁ミj圭は,模写,

電話などにより人手を介して行なっていたが,今回,現場に

端末装置を設置して,電子計算機から直接情報を伝達するよ

うになった｡

伝達する情報は,指令帖報,運転情報,及び遅延情報の3

椎に分類される｡指令情報と運転情報は,指令員が運転整理
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(直接人九 又は承認)を指令したとき,ファイルの変更内容

を編集して送出するものであるが,現場での重要性により分

類されている｡また遅延情報は,PRC系からDXCを経由して

′受信した地点情報に恭づいて,50秒ごとに主要駅での列車の

遅延状況を編集し,端末に送出するものである｡

指令情報については,端末での受領を確実に行なうため,

･受信の都度,端末からt受領確認データを中央に送信すること

になっている｡受領確認状況は,中央で監視し,--一一定時分(緊

急指令の場合は5分,一般指令の場fナは10分)以内に′受領確認

データを受信できなかった現場業務機関名を,中央端末とPRC

系キャラクタ ディスプレイ(以下､CDと略す)に出力し,指

令員の手で,現場に連表洛できるようにしている｡

8 EDP系のプログラム処理方式

(1)プログラム構造と制御方式

実施計画系,逆転空真理系ともに使用オペレーティングシス

テム(OS)は,Extended Disk Operating System-Multi-

Stage Operation(EDOS-MSO)〔HITAC用汎用OS〕である(〕

実施計画系は,年2回のダイヤ改正時における基本ダイヤ作

成業務を除いて,コンソール起動を使用せず,GDから操作す

る起動方〕モをとっている｡このため,実施計画起動プログラ

ムをコア常駐させ,OSのキーインアウト シミュレーション

機能を用いて,各種業務用サブ プログラムを制御する構造を

とった｡サブ プログラムは2本まで同時起動ができる｡これ

により指令員は,日常業務においてはGDだけを操作すればよ

いようになっている｡

逆転雪さ理系は業務の即時性,同時件､及び悔先制御を実現

するたれ プログラムはCommunication Management Pro-

gram(以下,CMPと略す),Graphic
Management Program

(以下,GMPと略す)､Traffic Management Program(以下,

TMPと略す)から成るマルチ ステージ プログラム構造をとっ

た｡特にGMPは,裡数GDからの処理要求を矛盾なく制御す

るメイン タスクと,GDからの各種入力,及びGD,SD,TW､

及びラインプリンタ(以下､LPと略す)への各種出力処理を行

なう‾一三つのサブ タスクから成るマルチ タスク構造をとって

いる｡CMPはBasic Communication Support(以下,8CS

と略す)のもとで,DXC/凶線を制御し,PRC系との情事艮の

授′乏,仁王達業務をつかさどっておI),最†感光のフロライオりテ

ィ をもつシングル タスク構造となっている｡)またTMPは,

3偶のプログラムのうち最も優先度の低い7山口グラムであり,

予測,卓i而自動割当,ファイル変更,ダイヤ切替などの長い

処理時間を要するプログラム群から成り,シングル タスク構

造となっている｡

このように,運転轄理系は3本のプログラムに分かれてい

るが,制御上からみると1本のプログラム.と同様に扱ってい

る｡GMPが全体を総括し,ジョブ ストリームの起動要求(タ

イマ割込,GDからの外部割込,及びCMPからのInter Pro･

gram Communication(以下,IPCと略す)一別込により,ジョ

ブ ストリームを起動し､各ジョブを構成するジョブ ステッ

プを制御している｡またCMPは,DXCを介してPRC系とデ

ータの授√妾を行なうが,運転繁王里系を制御ステ【ションとす

るポ【リング セレクショ ン‾方式によっている｡このプ了式の利

点は,(1)ライト コマンドの衝突がない,(2)ノ削こDXCの異常

監視ができる,(3)信号方式が簡単である,の3月であり,ポ

ーリング インターバルは平常時1分,ファイル変更などの緊

急時には5秒である｡また回線に関する制御方式は,電子計

算機側からも,端末側からも起動できる相互起動方式をとっ
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+

注:CMP=DXC/回線及び業務プログラムの制御

夷施計画
フ.アイル変更..一■■■‾‾■

GD

+P=ライン プリンタ

GMP=GD-SD･TW･LP入出力制御と業務プログラムの始動･停止の制御 CR=カードリーダ

SD=サブディスプレイ

FK=ファンクション キー

TMP=業務プログラムの制御 GD=グラフィックディスプレイ DXC=データ交換制御装置

図6 EDP系のプログラム構成 実施計画系では実施ダイヤの作成と統計処理を行ない,運転整‡里系で

は進路制御系及び現場端末との情報授受,グラフィック ディスプレイの制御,列車運行の予測を行なっている｡
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ている｡図6にEDP系のプログラム構成をホす′､

(2)グラフィック制御‾方式

逆転整J理系では､予想ダイヤ,整J聖子束ダイヤの衷ホ､モニ

タ抹作,入力,水認作業など,重要な業務のすべてがGDを介

して行なわれる｡このようなグラフイ ソク処理を簡単化する

ため,特別に周兆されたGraphic Subroutine Package(以

下,GSPと略す)を他聞Lている｡GSPは,GDで発生する各

種アテンション(ファンクションキー,ライトペン,オーダ)

に対する禁止/許可条件の制御,情報の坪く込み,キューイング

機能や,GDに対する入･Jl-i力制御機能,更に図形生成,会話

処理,図形制御などに必要なサブルーチン群をもって丘うり,

インタラクティブな図形処手堅プログラムの作成が谷易に行な

えるようになっている｡また各業務がGDを使って同時処理す

るために,両面を分割し(図7),各エリアをオ虫立したプログ

ラムが管理するシェアード デバイスの任用形態をとった｡更

にま泣大3台のGDを同･一形態で他用するため,プログラム間の

干渉,及び起重婚り御には,ニ大グ)ようなくふうがなされ･た｡

(a)分1刊されたエリア対応にGSPのグループ管理機能を利

用したGraphic Data Set(以下,GDSと略す)名称を付け,

プログラムごとのGDS使用区分を明確化し,表ホ制御を容

易にした｡

(b)終業稀プログラムで表ホする同形に付けられた番号(コ

リレーション値(*1))を,【司-･図形群り列えば,列車スジ,駅

名,変吏マークなど),又は業務プログラムごとにグループ

箔リリ付けし,GD画面からの入力項目と,それを必要とする

プログラムとが,正Lく対んむづけられるようにした｡

そのほか,入力拙作をスムーズに行なうため,CDのカーソ

ル制御イメージのフォーマット コントロール方式を採川し,

ライトペン操作回数のi成少を図っている｡

(3)システム ダウン対策

実施計画系の作業形態はバッチ処理であるため,1日1凶

(*1ノ コリ レーション伯は,【※J形識別番-り▲であり,ライトへンで【ヌ】形

をど･ソクすると1刊込みが発勺二し,プログラムには､二のコリ レ

ーション他が知らされる｡
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ダ

操作

図了 GD画面の分割構成 共通作

業エリアでは,直接入力,修正入力.情報

入力,及び承認作業の変更内容表示などの

相互に同時性の低い作業を実行する｡特殊

ライト ボタンとは,整理案ダイヤ作成など

の作業の起動指示をするためのライト ボタ

ンである｡

のラと例作業で作成するI目1子如臼MTを1娃に担Ⅰ指する｡実施計他

作裳で入力される局達データは,回復用ジャーナル ディスク

に確保し,ダウン時には回復用MTにより,その【Iの初其馴人

態をコピーし,ジャーナルから当日人力分の局達データをレ+

子哀し,ダウン直前のファイル斗犬態に回復する｡これによリJJ

達入力やり直しの煩雑さを解消している｡

逆転幣王翌系は,24時間運転を前提とするため,業務プログ

ラムが随時ダンプしたチェック ポイント データと,それに

伴う盲巨新ステⅥタス ファイル(ファイル更新中,ファイル ダ

ンプ巾,ファイル変更後のステータスがある｡)を使用するチ

ェック ポイント リラン‾方式と,チェック

が使用できない場合のバックアップとして,

時∴-､くのベース ファイルを使用する,ベース

プテン(の2f笠寺茸成をと1ている｡

ポイ ント データ

ダイヤ切替終了

ファイル リラン

切 結 言

コムトラック逆転整理サブシステムは,グラフィック ディ

スプレイを使用した本格的マン マシン システムとLて所〕朋

の成果を収めることができた｡

この論文では逆転整理サブシステムの機能とその処理方式

の概説とを行なったが,今後このシステムの使用実績を北礎

として,史にシステムの見直しを行ない,全幹線網対応コム

トラック システムに発展させてゆきたい｡

最後にこのシステムの開発に当たり,御指ノ尊,御拭肋いた

だいた関係各位に対し,深く感謝の意を表わす次第である｡
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